
巻　頭　言

―平成19年は新病院建設着工の年―

　昨年は医療法の改正と診療報酬の改定が行われ、医療費抑制の至上命令のもと、明確な根拠が全く示されないまま診

療報酬が3.16％減額され (自然増分を加味すると５～６％に相当か)、療養病床の削減等が進められた。勤務医不足は一

向に改善せず、勤務医の過酷な勤務状況は変わらないか、益々悪化している。一方、７：１看護体制の病院単位での施

行により看護師の争奪合戦が起こり、全国的に看護師が極めて不足した状況になっている。自治体病院では定員は条例

によって簡単には増やすことが出来ず、むしろ国の“骨太の方針”によって職員を5.7％減らすよう命じられているので

あって（医師、看護師等の増員の必要性を認めながら、片方で削減を命ずるとは何と矛盾していることか）、全く対応が

とれていない。一部の大都市の大病院を除く地方の病院では、こうした影響をもろに受け、経営的に実に苦しい立場に

追い込まれており、療養型病院でも縮小、閉鎖の危機に瀕している。 ｢勝ち組、負け組｣、「生き残り」などと叫ばれて

久しいが、厚労省の目指す質の高い、効率的で患者に分かりやすい医療の実現には、従来の医療制度の急激、かつ大幅

な破壊と、新体制の再編、構築を伴っており、実に厳しいものだと感じざるを得ない。

　昨年当院ではＤＰＣの手挙げが思わぬことでつまずき、７：１看護もあと少しのところで及ばず、医師の補充、増員

もままならない非常に残念な一年でありました。しかし逆に一方では、オーダリングシステム、看護支援システムが順

調に稼動し、新病院建設のための基本設計が終了、総務省から実施設計の許可がおりるなど、今年度に大きくstep up す

るための準備を終えたと考えることもできるように思います。また当院の初期臨床研修システムが比較的好評で、研修

医が年々増え、今年度は14名が予定されていることも、研修管理委員会、指導医、ならびに関係各位の努力の賜物で、

慢性的man power 不足の中での輝かしい業績だと考えます。更に付け加えるならば、こうした研修システムと連動して

救急診療体制が一層充実し、地域センター病院としての機能を一段と高めてきているように思います。平成19年はこう

した基盤の上にたって、ＤＰＣへの手挙げ、７：１看護体制を実現し、より一層急性期医療の充実を図りたいと考えて

います。また今年は実施設計を行い、市民会館、特別養護老人ホーム福寿園を解体後、いよいよ新病院の建築に着工す

ることになります。将来を見越して遺漏のないように、あらゆることを綿密に打ち合わせして、素晴らしい病院を建設

したいと考えています。職員皆さんの存分の活躍を期待しております。

　また今年は札幌コンべンションセンターを会場として、９月27，28日の両日にわたり全国自治体病院学会を開催する

ことになっております。現在準備を着々と進めているところでありますが、こちらの方も併せて皆さんのご協力をお願

い致します。

　さてここに砂川市立病院医学雑誌第24巻が発刊されることとなりました。これは昨年１年間に経験した貴重な症例、

業績の一端を発表したもので、当院職員の汗と努力の結晶であります。関係各位の日夜を分かたぬ努力にこの場を借り

て感謝申し上げます。また編集委員の方々には、大変忙しい中を貴重な時間と労力を注いでいただき、このように立派

に刊行できましたことを、心からお礼申し上げます。この雑誌が皆さんのこれからの日常の診療業務に、少しでもお役

に立つことを念じております。

　先日北海道医師会館で日本の医療を守る道民協議会が開催され、厚労省年金局 局長 渡邉 芳樹氏の講演を拝聴しまし

た。彼は岩見沢出身で医療のことは専門外と言いながらも、大勢の開業医、医師会々員を前に、「限られた医療財源の中

で、何を目指すのか、何を我慢するのか、きちんと整理、決定する必要がある。こう言っては何だが、多くの勤務医が

楽に稼げる開業医になっていく現状では、病院が崩壊する、ひいては日本の医療が崩壊することになる。日本の医療の

特徴の１つは free access にあり、いつでもどこでも簡単に医師に診てもらえることにあるが、access の良さばかりが

広がっても病院機能が崩壊し、医療の質が落ちても良いのだろうか。医療、なかでも病院に勤務する者の、生活の質を

どう支えるべきなのか、そういった検討が必要なのではないか？」と、述べておられました。厚労省にも我々の主張が

理解されつつあると、意を強くして帰ってきました。

　以上様々なことを申しましたが、平成18年の皆さんの努力に感謝し、平成19年での大いなる活躍を期待して、砂病誌

24巻の巻頭言とさせていただきます。

院長　小　熊　　　豊
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　　　　さい。画像の目安としては 原寸で約300dpiの解像度相当で取り込み、JPEG形式で保存して下さい。
　　ｆ）　論文本体、図（写真を含む）及び表は１セットプリントし、提出して下さい。
　　ｇ）　引用文献
　　　①文献は本文中において引用のつど番号（　1）、2）、3）のように算用数字で）をうち、末尾に引用順に一括する。
　　　②雑誌の場合～著者名．論文名．雑誌名　巻（号）：頁，発行年（西暦）．
　　　　　【著者１名】
　　　　　　　１）  谷藤順士：皮膚疾患の臨床．臨床皮膚 12(4)：745-752，1990．　
　　　　　　　２）  Hawkey CJ.：COX-2 inhibitors. Lancet. 353(9149)：307-314,1999.
　　　　　【著者２名以上】
　　　　　　　１）  小林広幸　他：慢性関節リウマチ患者にみられた腸の潰瘍性病変．胃と腸 26(9)：1247-1256，1991．
　　　　　　　２）  Stillman MJ. et al：Desmoplastic malignant melanoma. Int J Pathol. 24(5):28-35, 1989.
　　　　 外国誌は、Index Medicusの略誌名
　　　　 邦文誌は、「醫學中央雑誌収載誌目録」（医学中央雑誌刊行会）による略名を使用する。
　　　③単行本の場合～著者名．書名，版．頁，発行所，発行地，発行年．
　　　　　【単行本】
　　　　　　　１）　小野江為則．電顕腫瘍病理学，第2版．153-173，南山堂，東京，1986．
　　　　　　　２）　Murphy GP :Advances in cancer research, 2nd ed. John Wiley and Sons, New York,1990.
　　　　　【単行本の１章】
　　　　　　　１）　川端　真　血管縫合の実際，浜野哲男他(編)：脈管外科．医学書院，東京，1990．
　　　　　　　２）　Heyes RB. et al: Histologic markers in primary and metastatic tumors of the liver.：Andreoli M, Monaco Feds. The tumor of the 
　　　　　　　　　  liver,140-150,Elsevier Science Publishers, New York,1989.
　６. 別刷は20部無料で用意します。それ以上必要な方は投稿時に委員会まで、ご連絡ください。
Ⅱ．業績について
　学会活動録（地方会、総会、その他研修会＝院外での集会での発表）は筆頭演者．演題．学術集会名．日時．場所．掲載論文は、著者全員．論 
　文名．掲載雑誌名。巻：頁―頁、発表年　の順に記載し、編集委員会にフロッピー（3.5インチ）／ＣＤ／メール等での提出をすること。
Ⅲ．投稿、編集などに関する問い合わせは下記とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒073-0196
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北海道砂川市西４条北２丁目１番１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂川市立病院　－医学雑誌編集委員会－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL(0125)54-2131(514)



編　集　後　記

　この度、当医学雑誌の編集委員長として岩木宏之先生より柳瀬へとバトンタッチすることになりました。岩木先生６

年間の編集ありがとうございました。今回ようやく出版にこぎつけることができましたが、編集に不馴れな事もあり発

刊が遅れましたことをお詫び申し上げます。編集委員会では、今後査読制度を設けたほうが良いのでは？との意見もで

ましたが、本雑誌の使命としましては当院での各分野における様々な活動内容や仕事・研究の成果および業積を院内・

院外に知ってもらうことと考えまして、しばらくは現在のまま広く原稿を集めることに致しましたので、今後も奮って

投稿をお願いするところであります。なお編集委員会では、編集委員長の任期は３年間ということになりましたので、

今後３年間どうぞよろしくお願い致します。

　　　　砂川市立病院医学雑誌編集委員会　編集委員長　柳　瀬　雅　裕

編　集　委　員　会

委員長　柳　瀬　雅　裕

委　員　岩　木　宏　之　　田　口　宏　一

　　　　伊　藤　ひろみ　　後　藤　千　枝

　　　　山　崎　君　江　　新　崎　祐　馬

　　　　大　屋　重　幸　　中　村　友　一

　　　　禎　島　利　奈　　中　島　孝　治

　　　　若　林　千恵美　　坂　本　和　隆

　　　　村　上　達　哉　　小　俣　憲　治

　　　　田　中　静　江
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